
第２表                           
学校名   昭島市立つつじが丘小学校    

２ 指導の重点 
(１) 各教科、道徳科、外国語活動、総合的な学習の時間、特別活動等 

   ア 各教科 
(ｱ) 各教科年間指導計画に基づく授業の確実な実施と、「主体的・対話的で深い学び」の視点に立っ

た授業改善を推進することで、探究的な見方・考え方を働かせ、横断的・総合的な学習を通して
よりよく課題を解決し、自己の生き方を考えていくための資質・能力を育成する。 

(ｲ) 習熟度別指導ガイドラインに基づいた少人数指導による指導の充実や、学習予定表を活用した自
主学習の推進、補習教室の充実により学習内容の定着を図る。 

(ｳ)ＩＣＴや学校図書館を効果的に活用して、言語能力・情報活用能力の向上を図る。地域や保護者
の図書ボランティアを活用して読書環境の整備に努め、活性化させる。 

 (ｴ)児童の発達段階を踏まえ、学習支援員の効果的な活用やノート指導の全校での系統的な取組によ 
り、個に応じた指導の充実を図り、確実な学力の向上につなげる。 

(ｵ)食に関する正しい知識と望ましい食習慣を身に付けさせる食育を推進し、身体能力を高める運動 
と関連させた健康教育の充実を図り、児童の健康の保持増進と体力向上を図る。 

   (ｶ)年間指導計画に基づきＡＬＴ、ＩＣＴ機器を活用し、外国語による聞くこと、読むこと、話すこ
と、書くことの言語活動を通して、コミュニケーションを図る基礎となる資質・能力を育成する。 

  イ 道徳科 
(ｱ) 道徳教育推進教師を中心に、児童が自己を見つめ、物事を多面的・多角的に考え、自己の生き方 

を考えることができる道徳の授業改善に努め、自己肯定感・自己有用感を育む。 
(ｲ) 道徳授業地区公開講座では、道徳的価値についての話合いを深める場を設定し、児童が互いのよ

さや可能性を発揮できるよりよい集団生活の構築や社会への参画意欲を高める教育を推進する。 
  ウ 外国語活動 
     外国語教育推進リーダーやＡＬＴ、ＩＣＴ機器を効果的に活用し、児童の発達段階に応じた言語 

活動を通して積極的にコミュニケーションを図る資質・能力を育てる。 
  エ 総合的な学習の時間 

(ｱ)地域の特性や児童の実態に応じて、探究的な見方・考え方を働かせ、横断的・総合的な活動を軸
とした指導計画を作成し、体験活動や人との関わりを重視した学習を行うことを通して、よりよ
く課題を解決し、自己の生き方を考えていくための資質・能力の向上を図る。 

(ｲ)指導計画のねらいを達成するために、児童の実態に応じた地域人材等を効果的に活用する。 
  オ 特別活動 

(ｱ)学級満足度調査結果の分析を踏まえ、学級活動や異年齢集団活動等、児童が互いに協力しながら
目的を達成する喜びを味わわせる活動を通して、集団の一員としてよりよい生活や人間関係を築
こうとする自主的、実践的な態度、自己を生かす能力を養う。 

(ｲ)感動と成長のストーリーとしての学校行事等を充実させ、集団への所属感や連帯感を深め、協力
してよりよい学校生活を築こうとする企画力・実践力を養う。 

(２) 特色ある教育活動 
ア  教育支援のネットワークの構築と発信による関係諸機関との連携と一人一人の教育ニーズに応じ

た合理的配慮と基礎的環境整備に努め、個に応じた教育を推進し、特別支援教育の充実を図る。 
イ プログラミング教育についての教員の理解を深め、各教科等の特質に応じて、プログラミングを体

験させ、プログラミング的思考を育成するための学習活動を推進する。 
ウ オリンピック・パラリンピック教育を推進し、認め合い、助け合える共生社会の実現を目指す。 
エ 防災、防犯・交通安全、地域人材活用の３本の柱で地域と連携した教育を推進する。 

 (３) 生活指導・進路指導 
  ア 生活指導  
   (ｱ)全教職員の一貫した生活指導により、学校生活における基本的な生活習慣を身に付けさせるとと

もに、生命を尊重し、善悪の判断や社会規範を守る態度を育てる。 
(ｲ)いじめ対策委員会を中心に学校全体で情報を共有し、学校いじめ防止基本方針に基づいて、いじ

めの未然防止と早期の発見、解決に向けた取組を行う。また、不登校傾向にある児童に対しては、
適応指導教室等関係機関と連携して児童の自立に向け、組織的な支援を行う。 

(ｳ)生活指導全体会等の研修を通して児童理解を深めるとともに、全教職員の教育相談力を高める。 
(ｴ)「防災ノート」を活用し、地域と連携した自助・共助の力を身に付ける教育、不審者対応訓練、

セーフティ教室、交通安全教育等安全教育を推進し、児童の危険予測・危機回避能力を高める。 
(ｵ）薬物乱用防止教室や都教育委員会作成のＤＶＤ等の教材を活用したＳＯＳの出し方に関する教育

を充実させ、家庭・地域との連携を深めるとともに、児童の安全に対する意識を高める。 
  イ 進路指導 

(ｱ)教育活動全体を通して自己の特性に気付き自己実現に向かう態度を育成することで、夢や希望を
もって主体的に生きる力を育てる。特別な支援が必要な児童に対し校内委員会を計画的に開催し、
個別の教育支援及び指導計画を作成し、外部機関と連携してきめ細やかな指導・支援を行う。 

(ｲ)キャリア教育全体計画に基づき、育活動全体において人間関係形成・社会形成能力、自己理解・
自己管理能力、課題対応能力、キャリアプランニング能力を育成する。  

(ｳ)瑞雲中ブロックの小中一貫教育研究成果である取組の実践を通して、９年間の系統的な指導を行
うことで、円滑な中学校への接続を図る。 


